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ご
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ロ
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は
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２

令和元年度決算等を審議した定期総会

　

定
期
総
会
に
は
、
町
村
長
及
び

各
郡
町
村
会
事
務
局
長
な
ど
三
十

六
人
が
出
席
し
た
。
は
じ
め
に
浜

谷
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
県
・
市
町

村
に
よ
る
対
策
連
絡
会
議
や
国
へ

の
重
点
施
策
提
案
な
ど
を
通
じ
て

町
村
の
実
情
等
を
訴
え
て
き
た
。

今
後
と
も
コ
ロ
ナ
下
に
お
け
る
町

村
が
直
面
す
る
様
々
な
行
財
政
上

の
課
題
解
決
に
向
け
、
そ
れ
を
後

押
し
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
展
開

し
て
い
く
。」
と
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
浜
谷
会
長
が
議
長

と
な
り
議
事
に
入
り
、
令
和
元
年

度
会
務
報
告
や
収
支
決
算
な
ど
を

審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り

承
認
、
決
定
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
町
村
長
健
康
管

理
研
修
（
三
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
開

催
さ
れ
、
そ
の
後
、
県
健
康
福
祉

部
有
賀
部
長
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
関
連
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

総
会
の
議
事
の
概
要
は
次
の
と

お
り
。

○
議
案
第
一
号　

令
和
元
年
度
青

森
県
町
村
会
会
務
報
告
＝

①
令
和
元
年
度
は
、
町
村
の
声
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
国
・
県
等
に
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

県
、
県
市
長
会
と
合
同
で
国
会
議

員
に
対
し
、
次
の
項
目
を
説
明
し

協
力
を
求
め
た
。
ま
た
、
自
由
民

主
党
本
部
及
び
総
務
省
等
関
係
省

庁
へ
重
点
施
策
提
案
活
動
を
実
施

し
た
。

・
地
方
財
政
基
盤
の
充
実
・
強
化

・
地
方
創
生
の
推
進

・
医
療
・
保
健
・
福
祉
施
策
の
強

力
な
推
進

・
農
林
水
産
業
の
振
興

・
社
会
基
盤
の
整
備
促
進

・
環
境
保
全
対
策
の
推
進

・
観
光
客
誘
客
対
策
の
推
進

②
各
団
体
と
連
携
し
積
極
的
な
提

案
活
動
等
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ

り
、
令
和
二
年
度
政
府
予
算
に
お

い
て
、地
方
交
付
税
総
額
は
十
六
・

六
兆
円
、
一
般
財
源
総
額
は
六
十

三
・
四
兆
円
と
令
和
元
年
度
の
水

準
を
上
回
る
額
が
確
保
さ
れ
る
と

と
も
に
、
地
方
創
生
に
必
要
な
財

源
に
つ
い
て
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
事
業
費
」
が
引
き
続

き
一
兆
円
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、

「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」
も
前

年
度
と
同
額
の
千
億
円
が
確
保
さ

れ
た
。

③
道
路
除
排
雪
経
費
に
対
す
る
特

別
交
付
税
の
配
分
に
関
す
る
要
望

等
は
、
県
選
出
国
会
議
員
や
総
務

省
等
へ
県
、
県
市
長
会
、
本
会
が

合
同
で
実
施
し
た
。

④
町
村
行
財
政
負
担
軽
減
の
た
め

の
負
担
金
等
委
員
会
は
、
四
十
四

団
体
の
法
令
外
負
担
金
等
の
内
容

を
検
討
し
、
負
担
金
額
を
決
定
し

た
。

　

本
会
は
八
月
二
十
六
日
、

大
鰐
町
の
青
森
ワ
イ
ナ
リ
ー

ホ
テ
ル
で
第
二
回
定
期
総
会

を
開
催
し
、
令
和
元
年
度
本

会
会
務
報
告
、
収
入
支
出
決

算
な
ど
を
原
案
ど
お
り
承
認
、

決
定
し
た
。

浜谷会長があいさつ 

本
会
定
期
総
会
を
開
催

本
会
定
期
総
会
を
開
催
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⑤
本
県
町
村
の
魅
力
を
よ
り
一
層

高
め
全
国
に
強
く
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
に
、（
公
財
）
青
森
県
市

町
村
振
興
協
会
の
助
成
を
受
け
、

町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て

助
成
金
を
交
付
す
る
町
村
の
魅
力

発
信
事
業
を
実
施
し
た
。

⑥
県
内
に
向
け
て
各
町
村
の
魅
力

を
伝
え
る
た
め
、
東
奥
日
報
紙
に

三
十
町
村
の
食
や
観
光
情
報
等
を

紹
介
す
る
特
集
紙
面
「
青
森
30
町

村
最
旬
通
信
２
０
１
９
」
を
掲
載

し
情
報
発
信
し
た
。

⑦
町
村
長
の
健
康
管
理
の
一
環
と

し
て
、
例
年
ど
お
り
健
康
管
理
研

修
会
及
び
総
合
健
診
を
実
施
し
た

ほ
か
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
を
受
診
し

た
町
村
長
に
対
し
て
助
成
金
を
交

付
す
る
町
村
長
脳
ド
ッ
ク
助
成
制

度
を
実
施
し
た
。

⑧
本
会
事
業
運
営
の
基
盤
で
あ
る

各
種
共
済
事
業
の
推
進
や
、
自
治

功
労
者
表
彰
の
実
施
、
市
町
村
自

治
研
修
会
な
ど
各
種
研
修
事
業
、

町
村
職
員
採
用
試
験
な
ど
を
事
業

計
画
に
基
づ
い
て
実
施
し
た
ほ
か
、

本
会
に
事
務
局
を
置
く
各
団
体
や

県
、
全
国
町
村
会
及
び
関
係
団
体

と
の
緊
密
な
連
携
の
う
え
、
積
極

的
な
協
力
・
協
調
体
制
で
事
業
を

実
施
し
た
。（

事
項
別
概
要
略）

○
議
案
第
二
号　

令
和
元
年
度
一

般
会
計
決
算
の
概
要
は
、
収
入
済

総
額
二
億
九
千
三
十
三
万
三
千
二

百
九
十
四
円
、
支
出
済
総
額
二
億

六
千
五
百
七
十
一
万
八
千
六
百
九

十
七
円
で
、
差
引
き
二
千
四
百
六

十
一
万
四
千
五
百
九
十
七
円
の
残

額
を
生
じ
、
こ
の
う
ち
財
政
調
整

基
金
規
定
第
二
条
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
千
三
百
万
円
を
基
金

へ
繰
り
入
れ
、
残
額
千
百
六
十
一

万
四
千
五
百
九
十
七
円
を
翌
年
度

へ
繰
り
越
す
も
の
で
あ
る
。

○
議
案
第
三
号　

令
和
元
年
度
特

別
会
計
決
算
の
概
要
は
、
収
入
済

総
額
四
千
六
百
八
十
四
万
九
千
二

百
六
十
八
円
、
支
出
済
総
額
四
千

二
百
十
三
万
七
千
九
十
六
円
で
、

差
引
利
益
四
百
七
十
一
万
二
千
百

七
十
二
円
に
よ
り
純
資
産
千
四
百

二
十
二
万
七
百
三
十
七
円
で
あ
る
。

○
議
案
第
四
号　

令
和
二
年
度
青

森
県
町
村
会
一
般
会
計
補
正
予
算

（

補
正
第
一
号）

案
＝
収
入
支
出

予
算
の
総
額
か
ら
収
入
支
出
そ
れ

ぞ
れ
五
百
八
十
五
万
四
千
円
を
減

額
し
、
収
入
支
出
予
算
の
総
額
を

収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
六
千
百

四
十
六
万
八
千
円
と
す
る
。

　

総
会
閉
会
後
に
は
、
事
務
局
が

「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
制
度
の
活
用
」
に
つ
い
て
情
報

提
供
し
た
。

　

本
会
は
、
定
期
総
会
後
、
引
き

続
き
八
月
二
十
七
日
ま
で
町
村
長

健
康
管
理
研
修
を
実
施
し
た
。

　

二
十
六
日
は
、
町
村
長
健
康
管

理
研
修
会
を
開
催
し
、
弘
前
大
学

学
長
特
別
補
佐
・
弘
前
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科
・
社
会
医
学
講
座

特
任
教
授
の
中
路
重
之
氏
が
「
短

命
県
返
上
の
今：

Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
を

中
心
に
」
と
題
し
、
新
た
な
健
診

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診

の
意
義
や
目
的
等
に
つ
い
て
講
演

す
る
と
と
も
に
、
講
演
中
、
健
や

か
力
推
進
セ
ン
タ
ー
、
弘
前
大
学

な
ど
の
協
力
で
、
町
村
長
が
実
際

に
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
を
体
験
す
る
な
ど

し
理
解
を
深
め
た
。

　

中
路
教
授
の
講
演
要
旨
は
次
の

と
お
り
。

・
平
均
寿
命
都
道
府
県
ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
、
長
野
県
と
の
平
均
寿

命
の
差
を
五
年
間
で
〇
・
三
一

歳
短
縮
し
た
。（
二
・
七
二
歳（
Ｈ

二
十
二
）
↓
二
・
四
一
歳
（
Ｈ

二
十
七
））

・
四
十
・
五
十
歳
代
の
働
き
盛
り

の
死
因
の
約
七
十
パ
ー
セ
ン
ト

は
三
大
生
活
習
慣
病
。

・
中
年
の
死
亡
を
減
ら
す
に
は
、

若
者
が
い
る
学
校
・
職
場
で
の

取
り
組
み
や
、
も
っ
と
健
康
の

知
識
（
健
康
教
養

－

ヘ
ル
ス
リ

テ
ラ
シ
ー
）
を
つ
け
る
こ
と
と
、

県
民
全
体
の
盛
り
上
が
り
が
必

要
。

・
そ
う
し
た
中
、
青
森
県
内
全

四
十
市
町
村
が
健
康
宣
言
を
達

成
し
、
健
や
か
力
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
健
康
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
健
や
か
隊
員
が
約
三
千
人
誕

生
。

・
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
啓
発
型
）
健
診
は
、

メ
タ
ボ
、
ロ
コ
モ
、
口
腔
保

健
、
う
つ
病
・
認
知
症
の
重
要

四
テ
ー
マ
を
総
合
的
に
健
診
す

る
も
の
で
、
健
診
は
約
二
時
間
、

検
査
結
果
は
即
日
還
元
で
健
康

教
育
（
啓
発
）
に
力
点
を
置
く

も
の
。

※
Ｑ
Ｏ
Ｌ
＝Q

uality O
f Life

（
生
活
の
質
）

・
主
な
検
査
内
容
は
、
唾
液
の
検

査
で
Ｐ
ｈ
や
細
菌
の
数
等
を
調

べ
口
の
状
態
の
確
認
や
、
皮
膚

カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
を
計
る
機
械
に

手
の
ひ
ら
を
乗
せ
る
と
一
分
以

内
に
野
菜
の
摂
取
量
が
多
い
の

か
少
な
い
の
か
が
わ
か
る
。
そ

の
他
、
血
圧
や
体
力
測
定
（
立

ち
上
が
り
や
２
ス
テ
ッ
プ
）、

骨
密
度
も
計
る
。

・
結
果
は
、Ａ
３
の
紙
一
枚
で
「
健

や
か
力
Ｕ
Ｐ
シ
ー
ト
」
と
い
う

も
の
が
渡
さ
れ
る
。
自
分
の

デ
ー
タ
を
手
に
取
っ
て
、
そ
の

場
で
集
団
教
育
を
行
う
流
れ
に

な
る
。

・
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
は
笑
い
が
生
じ
る
。

普
通
の
健
診
は
笑
っ
て
行
う
こ

と
は
な
い
と
思
う
。
楽
し
さ
が

あ
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
を
広
め
て
い

き
た
い
。

　

翌
二
十
七
日
は
、
町
村
長
は
青

森
市
の
県
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
で

各
種
検
査
を
受
診
し
、
今
後
の
公

務
に
備
え
た
。

中路教授が「ＱＯＬ健診」をテーマに講演

公務に備え　
健康チェック
町村長健康管理研修
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九
月
十
日
、
県
庁
内
で
第
三
回

県
・
市
町
村
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
連
絡
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
に
は
、
浜

谷
本
会
会
長
（
階
上
町
長
）、
小

野
寺
市
長
会
会
長
（
青
森
市
長
）

は
じ
め
、
県
か
ら
三
村
知
事
ほ
か

関
係
部
局
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
、
両
会
会
長
よ
り
三

村
知
事
に
対
し
、
県
の
地
域
経
済

対
策
事
業
費
補
助
金
の
額
の
拡
充

な
ど
を
求
め
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
要

望
書
」
を
提
出
し
た
。

　

浜
谷
会
長
は
会
議
の
席
上
、「
町

村
で
は
、
国
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
と
と
も
に
県
の
地
域
経
済
対

策
事
業
費
補
助
金
は
、
地
域
経
済

を
下
支
え
す
る
べ
く
様
々
な
事
業

に
最
大
限
有
効
活
用
し
て
い
る
。

未
だ
感
染
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、

今
後
年
末
に
か
け
て
地
域
経
済
の

回
復
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
続

く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
地
域
経

済
を
引
き
続
き
下
支
え
す
る
べ
く
、

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
県

の
地
域
経
済
対
策
事
業
費
補
助
金

の
継
続
と
拡
充
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
町
村
部
の
自
治
体
病
院
は
、

慢
性
的
な
医
師
不
足
や
恒
常
的
な

赤
字
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
更
に
厳
し
い
状
況
と
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
引
き
続

き
、
地
域
医
療
を
担
う
自
治
体
病

院
経
営
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
財

政
支
援
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う

国
に
対
し
働
き
か
け
て
い
た
だ
き

た
い
」と
、要
望
趣
旨
を
説
明
し
た
。

　

要
望
書
手
交
後
、
三
村
知
事
か

ら
特
に
地
域
経
済
対
策
補
助
金
の

拡
充
等
に
つ
い
て
「
地
域
経
済
の

回
復
に
向
け
た
動
き
を
早
期
に
本

格
化
さ
せ
て
い
く
た
め
、
市
町
村

に
対
す
る
更
な
る
支
援
に
つ
い
て
、

今
後
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た

い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

第
三
回
県
・
市
町
村
の

コ
ロ
ナ
対
策
連
絡
会
議
を
開
催

本
会
・
市
長
会
の
連
名
要
望
書
を
提
出

定
期
総
会
提
案
事
項
等
を
決
定

第
三
回
理
事
会

新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書
（要望項目抜粋）

１　国の第二次補正予算において２兆円増額さ
れた「新型コロナウイルス感染症対応地　方
創生臨時交付金」を活用し、県の地域経済対
策事業費補助金の額を拡充するととも　に、
感染症拡大予防などの事業にも幅広く充当で
きるよう、対象事業の見直しを検討すること。

２　国の第二次補正予算において2.2兆円増額
された「新型コロナウイルス感染症緊急包括
支援事業」を活用し、各市町村が実施する感
染防止対策への支援や、公立・公的病院をは
じめとする地域医療を担う医療機関の経営支
援及び通常の診療を維持するための医療資材
の備蓄等について対策を講じること。

３　住民の生活不安を解消するため、感染拡大
状況や保健医療圏ごとの病床確保状況など、
正確かつ適切な情報発信を行うこと。

　

本
会
は
、
定
期
総
会
に
先
立
つ

七
月
三
十
日
、
青
森
市
の
ラ
・
プ

ラ
ス
青
い
森
で
第
三
回
理
事
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
浜
谷
会
長

を
は
じ
め
役
員
町
村
長
十
人
。

　

理
事
会
で
は
、
令
和
元
年
度
本

会
会
務
報
告
、
一
般
会
計
収
支
決

算
の
認
定
な
ど
議
案
四
件
の
審
議

と
、
第
二
回
定
期
総
会
次
第
案
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

会
務
報
告
及
び
収
支
決
算
等
は
、

八
月
二
十
六
日
開
催
の
定
期
総
会

に
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

議　

案

○
議
案
第
一
号　

令
和
元
年
度
本

会
会
務
報
告

○
議
案
第
二
号　

令
和
元
年
度
本

会
一
般
会
計
収
支
決
算

○
議
案
第
三
号　

令
和
元
年
度
本

会
公
有
物
件
共
済
事
業
等
特
別
会

計
収
支
決
算

○
議
案
第
四
号　

令
和
二
年
度
本

会
一
般
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第

一
号
）
案

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

令
和
二
年
第
二

回
青
森
県
町
村
会
定
期
総
会
次
第

案〇
協
議
事
項
二　

令
和
二
年
度
町

村
長
行
政
調
査
研
修
案

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

県
支
部
は
、
本
会
理
事
会
終
了
後
、

第
二
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
同
支
部
の
令
和

元
年
度
収
支
決
算
な
ど
議
案
二
件

を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
、

決
定
し
た
。

元元
年
度
の
決
算
を
認
定

年
度
の
決
算
を
認
定

生
協
支
部
委
員
会

生
協
支
部
委
員
会
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 令和２年10月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ３ Ｒ５.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 中　　嶋　　久　　彰 S30. 7.18 １ Ｒ３.10.12
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 １ Ｒ３. 4.23
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 ２ Ｒ３.11. 8 工　　 　　洋　　一

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 平　　田　　　　　衛 S34.11. 1 １ Ｒ３.12.26 加　　藤　　隆　　之
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ３ Ｒ２.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ４ Ｒ４. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ３ Ｒ５.11.19 五 十 嵐　　　　　晋
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ３ Ｒ４. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ４ Ｒ２.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 ２ Ｒ５. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 ２ Ｒ４. 8.20 成　　田　　正　　利
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 １ Ｒ３. 4.23 横　　野　　彰　　吾

上
北
郡

野 辺 地 町 野　　村　　秀　　雄 S38. 4.15 １ Ｒ５.10.26 江 刺 家　　和　　夫
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ４ Ｒ３. 4.23 高　　坂　　信　　一
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ８ Ｒ６. 1.27 下　　田　　正　　幸
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ４ Ｒ２.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 蛯　　名　　鉱　　治 S34. 9.23 １ Ｒ３. 4.23 向　　井　　正　　弘
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 ２ Ｒ４. 3.25 小　　向　　仁　　生
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 ２ Ｒ４. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ４ Ｒ３. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ６ Ｒ３. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 １ Ｒ３. 2.18
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 ２ Ｒ４. 4.26 田 名 部　　二　　郎

三
戸
郡

三 戸 町 松　　尾　　和　　彦 S38. 5. 9 １ Ｒ２.12.15 馬　　場　　浩　　治
五 戸 町 若　　宮　　佳　　一 S41.12.30 １ Ｒ５. 6.26 大 久 保　　　　　均
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ３ Ｒ６. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ６ Ｒ４. 2.11 佐 々 木　　俊　　昭
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ４ Ｒ３.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 櫻　　井　　雅　　洋 S27. 5.25 １ Ｒ３. 5.28

　

本
会
で
は
、
県
内
で
の
周
遊
と

消
費
（
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の

促
進
や
旅
行
機
運
の
獲
得
な
ど
を

目
指
し
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
県

内
地
元
紙
に
各
町
村
の
魅
力
を
広

く
伝
え
る
特
集
紙
面
を
掲
載
し
た
。

　

掲
載
事
項
は
各
町
村
一
押
し
の

「
食
」、「
観
光
」、
直
近
の
「
話
題
」

の
三
点
で
、
県
内
地
元
三
紙
の
九

月
十
二
日
付
朝
刊
に
同
日
一
斉
掲

載
し
た
。

　

今
後
、
秋
季
の
観
光
時
期
を
控

え
、
昨
年
度
制
作
し
た
県
内
町
村

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
あ
お
も
り
町
村
ガ

イ
ド
」
を
増
刷
発

行
し
、
北
東
北
高

速
Ｓ
Ａ
や
主
要
道

の
駅
に
設
置
、
配

布
す
る
な
ど
し
、

引
き
続
き
、
各
町

村
の
魅
力
の
継
続

的
な
情
報
発
信
に

努
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
三
十
町

村
の
特
集
紙
面

「D
iscover M

y 
A
om
ori　

私
た

ち
の
30
町
村
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
。」は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

町
村
一
押
し
の
魅
力
を
情
報
発
信

町
村
一
押
し
の
魅
力
を
情
報
発
信

県
内
地
元
紙
で
「
食
」「
観
光
」
な
ど
Ｐ
Ｒ

県
内
地
元
紙
で
「
食
」「
観
光
」
な
ど
Ｐ
Ｒ
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町
で
は
早
い
段
階
か
ら
、
最
重

要
課
題
と
し
て
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

町
民
と
共
に
平
成
十
七
年
度
か
ら

対
策
を
話
し
合
い
、
平
成
十
九
年

四
月
に
「
階
上
町
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
を
施
行
し
、
同
年
五

月
に
は
各
地
区
で
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
十
九
す
べ
て
の
行
政

区
で
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
」
を

作
成
し
、
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議

で
要
望
を
具
現
化
、
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
も
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
平
成
三
十
年
に
は
第

二
次
地
区
計
画
（
平
成
三
十
年
度

〜
令
和
九
年
度
）
が
作
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
計
画
書
で
は
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
に

当
た
り
、
第
一
次
地
区
計
画
の
検

証
を
行
い
、
地
区
に
あ
る
課
題
や

問
題
の
解
決
法
を
探
り
、
①
地
域

で
で
き
る
こ
と
②
共
同
で
取
り
組

む
こ
と
③
町
が
取
り
組
む
こ
と
と

い
っ
た
形
で
役
割
分
担
が
明
確
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
各
地
区
と
も
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
に
あ
ふ
れ
、
地
域
へ
の
愛

着
が
詰
ま
っ
た
計
画
書
と
な
っ
て

い
ま
す
。
十
九
地
区
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
一
例
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

・
蒼そ

う
ぜ
ん前
…
階
上
町
の
玄
関
口　

学

生
も
お
年
寄
り
も
住
み
よ
い
地

域
に

・
田た

代し
ろ

…
共
生
の
オ
ア
シ
ス
た
し

ろ
・
道ど

う
ぶ
つ仏
…
五
（
互
）
輪
で
繋
ぐ
や

す
ら
ぎ
と
ロ
マ
ン
の
里
づ
く
り

①
情
報
の
共
有
化

　

町
民
と
行
政
は
対
等
な
立
場
で

あ
る
と
の
考
え
方
の
も
と
で
、
町

条
例
施
行
と
ま
ち
づ
く
り

計
画
書
作
成

第
二
次
地
区
計
画
の
策
定

施
策
の
展
開

ま

ち
づくりへ

の

三戸郡

階
はしかみちょう

上町

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
現い

在ま

「
地
方
創
生
」
を
協
働
の
力
で

　

個
性
豊
か
で
夢
の
あ
る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
を
考
え
、
地
域
の
た
め
に
行
動

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

階
上
町
で
は
、「
階
上
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、

町
内
に
あ
る
十
九
す
べ
て
の
行
政
区
が
自
ら
の
地
区
の
将
来
を
展
望

し
「
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

平成30年に19行政区で作成された「第２次まちづくり計画書」
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養成講座「はしかみベース」第７回修了式

民
も
行
政
も
積
極
的
に
情
報
を
分

か
り
や
す
い
形
で
提
供
し
合
い
な

が
ら
、
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

②
人
財
育
成

　
「
人
づ
く
り
は
ま
ち
の
財
産
づ

く
り
」
を
合
言
葉
に
、
個
人
と
し

て
の
人
財
に
限
ら
ず
、
町
民
活
動

を
担
う
団
体
を
含
む
組
織
も
育
成

す
る
視
点
に
立
っ
て
、「
人
財
育

成
」
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

行
政
職
員
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

目
線
に
立
ち
、
町
民
の
声
を
聴
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
職
員
の
資

質
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

各
地
区
の
各
種
行
事
へ
の
積
極
的

な
参
加
に
努
め
て
い
ま
す
。

③
協
働
の
取
組
へ
の
支
援

　

町
民
自
身
が
行
う
分
野
や
、
町

民
と
行
政
が
共
同
で
行
う
分
野
の

拡
大
を
図
る
た
め
、
町
民
活
動
や

異
業
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と

い
っ
た
、
み
ん
な
が
参
加
し
た
く

な
る
町
民
発
案
の
「
協
働
事
業
」

へ
の
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

④
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
評
価

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の

意
識
改
革
と
、「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
し
継
続
さ
せ
て
い

く
た
め
に
、
評
価
制
度
を
活
用
し
、

協
働
で
行
う
活
動
に
対
し
て
評
価

や
成
果
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、

更
な
る
取
組
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

町
の
「
人
づ
く
り
」
に
関
す
る

事
業
は
早
い
段
階
か
ら
な
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
特
に
平
成
十
八
年

に
発
足
し
た
の
が
「
ふ
る
さ
と
か

だ
り
塾
」
で
す
。
こ
れ
は
、
誰
で

も
一
緒
に
か
だ
っ
て
（
参
加
し

て
）、
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
か
だ

り
（
語
り
）
ま
し
ょ
う
と
い
う
も

の
で
、「
ま
ち
づ
く
り
夢
プ
ラ
ン
」

と
し
て
、
団
塊
世
代
の
活
用
、
階

上
海
岸
リ
ゾ
ー
ト
プ
ラ
ン
、
海
・

岳
を
活
用
し
た
行
事
計
画
、
地
場

人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
な
ど
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
、
平
成
十
九
年

に
は
全
行
政
区
に
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手「
地
域
ア
ニ
メ
ー
タ
ー（
地

域
を
動
か
す
人
）」
を
養
成
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
二
十
九
年
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
地
域
お
こ
し
仕
掛
け
人
）
養
成

講
座
「
は
し
か
み
ベ
ー
ス
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
講
演
・

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
地
域
の
課
題

を
洗
い
出
す
と
同
時
に
地
域
の
魅

力
を
再
発
見
し
よ
う
と
い
う
趣
旨

で
、「
第
二
次
地
区
計
画
」
の
策

定
に
関
わ
る
研
修
と
し
て
も
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
町
民
と
行
政

と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
町

民
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会
の

中
に
あ
っ
て
も
持
続
可
能
な
地
区

の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
地
区
計
画

を
着
実
に
進
め
る
た
め
に
各
事
業

に
対
す
る
取
組
へ
の
支
援
に
加
え
、

地
区
に
お
け
る
「
人
財
育
成
」
と

行
政
職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め

て
、
第
二
次
地
区
計
画
を
策
定
し

て
か
ら
五
年
が
経
過
す
る
令
和
四

年
度
に
は
、
地
区
計
画
の
検
証
と

見
直
し
を
図
り
、
事
業
の
再
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
階
上
町
の
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
町

総
合
政
策
課　

政
策
推
進
グ
ル
ー

プ
（
０
１
７
８
―
８
８
―
２
１
１

３
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

人
づ
く
り
の
取
組

今
後
の
展
望

発表の打ち合わせをする「はしかみベース」受講生地域の魅力を探す「まちあるき」
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町 村 ト ピ ッ ク ス

桃
太
郎
ト
マ
ト
で
作
る
！

完
熟
ト
マ
ト
の
加
工
品

　完熟した桃太郎トマトで作ったトマ
ト加工品は、無添加・無着色でトマト
の旨みがぎゅっと詰まった逸品です。
「トマッタレ」は昨年発売された焼き
肉のタレで、子どもからお年寄りまで
幅広く親しんでもらえる甘みのあるタ
レです。定番の「けちゃっぷ」と「ジャ
ム」は、料理にたっぷりとかけてお召
し上がりください。

東津軽郡

た
む
ら

ぎ
た

よ
も
ぎ
た
蓬
田
村

あるふじさき食彩テラスでは、「Spicy
＆Creamyふじさき食彩テラス店」が
オープンしました。藤崎町産のおいし
い野菜を使った、体に優しいスープカ
レーが楽しめます。２種類のスープか
ら選んで、お好みのトッピングを追加
することができます。ぜひ一度ご賞味
ください！

南津軽郡

き
ま
ち

さ
き

ふ
じ
さ
き藤
崎
町

体
に
優
し
い
ス
ー
プ
カ
レ
ー
の
店
「Spicy

＆

Creamy

ふ
じ
さ
き
食
彩
テ
ラ
ス
店
」オ
ー
プ
ン
！

問い合わせ先　よもぎた物産館マルシェよもぎた
　　　　　　　TEL 0174-31-3040

問い合わせ先　中泊メバル料理推進協議会事務局
　　　　　　　（町水産商工観光課内）
　　　　　　　TEL 0173-57-2111

　高級魚メバル（ウスメバル）の水揚
げ青森県ナンバーワンの中泊町（なか
どまりまち）に、８万食突破の「中泊
メバルの煮付けと刺し身膳」に続く第
２弾「相撲めし」がデビュー！現役関
取「宝富士」と「阿武咲（おうのしょう）」
を輩出した相撲の町で、毎年11月～３
月限定で提供される「中泊メバルちゃ
んこ鍋」をぜひご堪能ください。

北津軽郡

ま
り
ま
ち

ど
ま

な
か
ど
ま中
泊
町

相
撲
に
ち
な
む
具
材
と
食
べ
方

中
泊
メ
バ
ル
ち
ゃ
ん
こ
鍋

青
森
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
ザ
・
プ
レ
ミ

ア
ム
＃
６
（
ナ
ン
バ
ー
シ
ッ
ク
ス
）

上北郡

へ
ま
ち

の
へ

ろ
く
の
へ六
戸
町

　「青森シャモロック ザ・プレミアム
＃６」は、地鶏本来の味を追求するた
めに、選抜したオスを通常期間からさ
らに30日間延長飼育し、ガーリック粉
末を加え旨味成分を高める特別飼料を
給与しました。
　弾むような肉を噛みしめれば、
ジューシーかつパワフルな旨味が口
いっぱいに広がります。また、お出汁
は、濃厚なのに雑味のないすっきりし
た味わいです。問い合わせ先　六戸ブランド研究会（六戸町観光協会）

　　　　　　　TEL 0176-55-4495

問い合わせ先　ふじさき食彩テラス　農産物直売所　TEL 0172-65-3660
　　　　　　　カフェ・レストラン　TEL 070-4815-5853
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　アグリの里おいらせは、新鮮でおい
しい地元野菜を取り揃えた産直所、レ
ストランや天然温泉足湯もある観光農
園です。
　直売所では、おいらせ町の農家が出
品する野菜・加工品・土産品や、本農
園で栽培した、バナナ・パッションフ
ルーツ等の南国フルーツを販売してい
ます。
　休憩スペースも備えており、家族み
んなで楽しむことができます。
　〇開園時間　8：30 ～ 18：00

上北郡

せ
ち
ょ
う

せ
ち

お
い
ら
せ

お
い
ら
せ
町

観
光
農
園ア

グ
リ
の
里
お
い
ら
せ 問い合わせ先　観光農園　アグリの里おいらせ

　　　　　　　TEL 0178-56-2884

問い合わせ先　たっこ産直友の会
　　　　　　　TEL 0179-23-0888

　Takko Farmer’s Market（タッコ・
ファーマーズ・マーケット）は、たっ
こ産直友の会で運営されている農産物
直売所です。ここでは、町内で採れた
新鮮野菜や惣菜、手作りのお菓子や雑
貨が販売されています。田子の「採れ
たて」味わってみませんか？
○Takko Farmer’s Market　
　所在：田子町大字田子字田子17－１
　（ガーリックセンター敷地内）
　営業時間：９：00 ～ 18：00

三戸郡

ま
ち
ま
ち

た
っ
こ
ま田

子
町

田
子
の
地
物
い
か
が
で
す
か
？

Takko Farm
er’s M

arket

　佐井村では、「日本で最も美しい佐
井村づくり」の一環として、クラフト
ビールの開発と特産品化を目指し、
ホップの栽培を行っています。
　今年はオレンジピール入り、カシス
入り、黒ビールの三種類を醸造予定で、
販売も目指しています。
　クラフトビールが完成した暁には、
ぜひ佐井村にお越しいただき、ご賞味
ください。下北郡

らら

さ
い
む
ら佐

井
村

ビ
ー
ル
を
村
の

新
た
な
特
産
品
に
！ 問い合わせ先　佐井村役場総合戦略課

　　　　　　　TEL 0175-38-2111

●お知らせとお願い
「あおもり町村自治」は、会務活動状況及び災害共済諸事業の啓発事項、県市町村総合事務組 
合及び内部団体の活動状況のほか、町村長の紹介及び各町村の特集記事等を掲載し、３カ月に１ 
回季刊発行しています。
　本ページの「町村トピックス　いまが旬！」は、各町村の時期、季節の旬の情報をＰＲするコー 
ナーで、イベント、観光スポット、施設、特産品、町の話題・出来事などが満載！
　各町村で、本紙への掲載希望事項等がありましたらご連絡ください。また、表紙写真や関連記 
事等掲載依頼の際は、ご協力をよろしくお願いいたします。
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全国町村等職員

任意
医療保険
【総合医療保険（団体型）】

全国町村等職員

任意
生命保険
【団体定期保険】

全国町村等職員

任意収入
補償保険

【団体長期障害所得補償保険】

退職後のお取扱いについて

退職者継続加入制度 職員とその配偶者の方は、退職後も、現職中と同様の保障が得られます！

最長年齢75歳６カ月まで更新可能
任意生命保険 死亡・所定の高度障がい状態を保障します。

最長年齢75歳６カ月まで更新可能
任意医療保険 １泊２日以上の入院・手術等を保障します。

現職中の加入年数を問わず、移行することができます。
〔任意医療保険あるいは任意生命保険に、令和２年12月末日まで継続加入される方が対象です。〕

入院給付金日額・保険金額は、退職直前に加入していた金額以下で
選ぶことができます。
退職金継続加入制度への移行時およびその後の更新時に、新規に任意医療保険および任意生命保険に加入すること
や、入院給付金日額・保険金額を増額することはできません。（減額・脱退は可能です。）

移行対象者は、職員とその配偶者となります。
こどもは、退職者継続加入制度の対象とはなりません。
　令和２年１月１日以降に加入団体を退職後、令和２年12月31日まで任意医療保険あるいは任意生命保険に引続き
　加入中である退職者（※）とその配偶者が対象です。
　（※）そのこどもは令和２年12月31日までの加入となります。

掛金のお払込みは年払となります。

３

４

１

２

死亡・所定の高度障がい状態を、現職中から退職後まで幅広く保障する制度です。

３ 掛金には団体保険として
の割引が適用されます。 ４ １年ごとに収支計算を行い、

剰余金が生じた場合は、
配当金をお受け取りになれます。
※脱退され、保険期間の中途で保障終了と
　なられた方は配当金をお受取りになれません。

※１　年間払込掛金に対する配当金の割合です。
※２　上記は平成30年度（＊）の配当実績に基づくものであり、
　　　将来のお受取りをお約束するものではありません。
（＊）保険期間：平成31年１月１日～令和１年12月31日

昨年度の
配当還元率※１

約11.9%任意生命保険
団体定期保険約14.3%任意医療保険

総合医療保険（団体型）
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青森県町村会　業務共済課［共済事業］　電話：０１７－７２３－１３３１
制度内容・申込手続きに関するお問合せ先

任意共済のご案内
町村等職員のみなさまへ 令和３年度

更新 更新 更新

留意点
●配偶者・子どものみで加入することはできません。また、配偶者は、任意医療保険・任意生命保険ともに職員と同額もしくはそれ以下の保障額でお申込みください。こどもは、任意医療保険につい
　ては職員（配偶者も加入する場合は配偶者）と同額もしくはそれ以下の保障額、任意生命保険については職員と同額もしくはそれ以下の保障額でお申込みください。
●掛金の払込方法は加入団体ごとに異なっておりますのでご注意ください。

●職員とその配偶者様・お子様まで、万一の場合の安心をサポートいたします。

●このようなときに、保険金をお支払いします。

　任意生命保険　死亡・所定の高度障がい状態を保障します。

　任意医療保険　１泊２日以上の入院・手術等を保障します。

▼ご加入　～保険期間１年～

更新 更新 更新▼ご加入　～保険期間１年～

▼ご加入　～保険期間１年～

■保険期間中に死亡された場合
■保険期間中に、加入日（＊）以後の病気やケガによって、所定の高度障がい状態になられた場合
　（＊）保障額を増額する場合、増額部分については、加入日を増額日と読替えます。

職　員 3,000万円～200万円 年齢70歳6カ月まで
年齢70歳6カ月まで
年齢22歳6カ月まで

1,000万円～200万円
400万円あるいは200万円

申込保険金額 新規加入・増額

配偶者

こども

原則として、加入資格を満たすかぎ
り、更新により継続してご加入いた
だくことができます。

更新日付にて、加入保険金額を増
額（または減額）することができます。

●職員とその配偶者様・お子様がご加入いただくことができます。

●保険期間中のケガや病気等による「入院」「手術」等に対する保障を確保できます。

職員 12,000円～5,000円
入院療養給付金：
入院給付金日額×５

手術給付金：
・１泊２日以上継続した
　入院中に受けられた
　対象手術につき
　入院給付金日額×20
・放射線治療は、
　入院給付金日額×10
・外来・日帰り手術は、
　入院給付金日額×５

10,000円～3,000円

5,000円あるいは3,000円

年齢70歳6カ月
まで

年齢70歳6カ月
まで

年齢22歳6カ月
まで

申込入院給付金日額 新規加入・増額給付金の計算方法

配偶者

こども

原則として、加入資格を満たすかぎ
り、更新により継続してご加入いた
だくことができます。

更新日付にて、入院給付金日額を
増額（または減額）することができ
ます。

※新規加入・増額をされる場合には、｢申込書兼告知書｣裏面に記載の質問事項に対する答えが全て｢いいえ｣となる必要があります。

※新規加入・増額をされる場合には、「申込書兼告知書」裏面に記載の質問事項に対する答えが全て「いいえ」となる必要があります。

現　職　中

制度の

しくみ

特  徴
と

任意医療保険・任意生命保険は、みなさまの入院（１泊２日以上）・手術等・

１ ライフイベントの変化に合わせて、
毎年保障額の見直しができます。
※ただし、健康状態等によっては保障額を
　増額できない場合があります。

２ 医師の診査ではなく、健康状態等の
告知によるお申込み手続きです。
※告知に関しては、「正しく告知いただくために」
　をご覧ください。
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随 想
第47話

若
わか

宮
みや

佳
けい

一
いち

プロフィール
五戸町体育協会会長､ 五戸町議会議
員｡
現在１期目､ 53歳。

五戸町長

　

大
空
へ
夢
を
は
こ
ぶ
坂
道
、
五

戸
町
は
坂
道
の
多
い
町
で
す
。
平

安
時
代
末
期
か
ら
存
在
し
た
み
ち

の
く
の
「
奥
大
道
」
は
江
戸
時
代

に
入
り
、
江
戸
を
起
点
と
す
る
五

街
道
の
一
つ
「
奥
州
街
道
」
と
し

て
整
備
さ
れ
、
町
の
中
心
部
を
南

北
に
貫
い
て
い
ま
す
。
奥
州
街
道

の
三
戸
町
蓑
ヶ
坂
か
ら
南
部
町
小

向
、
五
戸
町
浅
水
、
五
戸
町
中
心

部
ま
で
の
区
間
は
、
現
在
も
良
好

な
状
態
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
て
、

一
九
九
六
年
文
化
庁
の
「
歴
史
の

道
百
選
」
に
も
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
戸
町
の
名
誉
町
民
に
日
本
大

学
名
誉
教
授
、
故
木
村
秀
政
博
士

が
お
ら
れ
ま
す
。
木
村
先
生
は
国

産
初
の
旅
客
機
Ｙ
Ｓ

－

11
の
設
計

者
と
し
て
名
前
が
知
ら
れ
て
お
り
、

木
村
先
生
の
先
祖
は
五
戸
中
興
の

祖
と
い
わ
れ
る
木
村
杢
助
で
す
。

　

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
藩
吏

と
し
て
幕
府
か
ら
任
命
さ
れ
、
後

に
代
官
の
職
に
就
き
、
以
後
数
代

に
わ
た
り
木
村
氏
が
世
襲
で
務
め
、

代
官
所
が
廃
止
に
な
る
明
治
二
年

ま
で
、
五
戸
通
り
（
三
戸
郡
下
十

三
カ
村
、
北
郡
下
十
五
カ
村
）
の

司
法
、
行
政
、
警
察
権
を
統
括
し
、

藩
政
末
期
に
は
一
万
四
千
石
を
領

し
て
い
ま
し
た
。
新
政
府
に
よ
り

代
官
所
は
斗
南
藩
奉
行
所
と
な
り
、

明
治
四
年
廃
藩
置
県
に
伴
い
廃
止

さ
れ
、
翌
明
治
五
年
青
森
県
民
事

堂
（
県
庁
）
五
戸
支
庁
舎
に
代
わ

り
ま
し
た
。
代
官
所
当
時
の
間
取

り
図
か
ら
復
元
し
た
施
設
が
五
戸

町
の
中
心
部
、
歴
史
み
ら
い
パ
ー

ク
（
五
戸
町
図
書
館
）
に
存
在
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
近
く
に
お

寄
り
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　

坂
の
多
い
町
を
重
さ
五
ｔ
の
山

車
が
通
り
ま
す
。
九
月
の
一
週
目

の
週
末
は
五
戸
ま
つ
り
で
す
。
稲

荷
神
社
、
神
明
宮
、
八
幡
宮
の
五

戸
三
社
約
五
キ
ロ
の
行
程
を
お
神

輿
や
豪
華
な
山
車
が
ね
り
歩
き
ま

す
。
そ
の
標
高
差
は
約
五
十
ｍ
で

す
。
八
幡
宮
の
あ
る
と
こ
ろ
は
標

高
三
十
五
ｍ
、
神
明
宮
は
標
高
八

十
八
ｍ
で
す
。
こ
の
坂
道
を
み
ん

な
の
力
を
合
わ
せ
「
よ
ー
し
、
よ

い
さ
〜
、
よ
ー
せ
ー
、
よ
い
さ
っ
」

と
引
っ
張
り
ま
す
。

　

一
番
傾
斜
が
き
つ
い
と
こ
ろ
は

堀
合
坂
（
図
書
館
脇
）
で
す
。
傾

斜
十
五
％
の
坂
道
を
上
る
山
車
と

そ
れ
を
引
っ
張
る
引
き
子
の
勢
い

に
は
、
未
来
へ
の
希
望
を
感
じ
ま

す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
は
今

年
の
分
も
勢
い
よ
く
坂
道
を
上
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

町
に
は
五
戸
馬
肉
、
あ
お
も
り

倉
石
牛
、
青
森
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
の

三
大
肉
を
食
べ
ら
れ
る
お
店
が
あ

り
ま
す
。「
ご
の
へ
三
大
肉
」
と

し
て
売
出
し
中
で
す
の
で
、
そ
ち

ら
の
方
も
合
わ
せ
て
ご
賞
味
お
願

い
し
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
を
も
っ
て
閉
校
す

る
五
戸
高
校
。
九
十
三
年
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
部

Ｏ
Ｂ
に
は
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

監
督
の
手
倉
森
誠
さ
ん
（
Ｊ
２
長

崎
）・
浩
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
Ａ
）、
現
在

Ｊ
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
下
平
隆
宏

さ
ん
、
古
川
毅
さ
ん
（
Ｊ
１
横
浜

Ｆ
Ｃ
）
が
い
ま
す
。
今
後
も
五
戸

高
校
の
看
板
を
背
負
い
、
日
本
全

国
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
五
戸
町
に
新
し
く
仲
間

が
増
え
ま
し
た
。「
五
戸
の
お
ん

こ
ち
ゃ
ん
」
で
す
。
町
の
木
で
あ

る
「
お
ん
こ
」
の
木
の
精
で
す
。

神
出
鬼
没
で
お
い
し
い
も
の
が
あ

る
と
こ
ろ
に
現
れ
ま
す
。
普
段

は
「
に
こ
か
こ
に
こ
か
こ
」
し
て

い
ま
す
が
、
食
べ
物
の
前
で
は
目

を
カ
ー
っ
と
見
開
き
野
生
を
解
き

放
ち
ま
す
。
友
達
も
い
ま
す
。
シ

ロ
と
い
う
名
前
の
白
馬
の
精
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
オ
ン
コ
ノ
ミ
ー

ズ
と
い
う
お
ん
こ
の
実
の
精
も
い

ま
す
。「
五
戸
の
お
ん
こ
ち
ゃ
ん
」

検
索
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

時
代
は
流
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な

坂
道
で
も
上
り
続
け
ま
し
ょ
う
。

五
戸
町
の
坂
道
は
大
空
へ
続
い
て

い
ま
す
。
大
空
へ
夢
を
は
こ
ぶ
坂

道
、
Ｙ
Ｓ

－

11
の
よ
う
に
一
緒
に

駆
け
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

大
空
へ
夢
を

は
こ
ぶ
坂
道
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堀合坂を上る山車


